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４月３日はシーサーの日
～第18回壺屋で
　　　  シーサーの日！～

那覇の夏はじまる
～波の上ビーチ海開き～

津波緊急一時避難施設協定
締結式

修
監
　

会
協
化
文
市
覇
那
】
せ
わ
合
い
問
お
【

　

９
０
９
１・
１
６
８
☎

い
っ
ぺ
ー

非
常
に
、
た
い
へ
ん
。
「
い
っ
ぺ
ー
ま
ー
さ
い
び
た
ん

（
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
）
」
「
い
っ
ぺ
ー
に
ふ
ぇ

ー
で
ー
び
る
（
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
）
」
。

なはのホットな話題は市FacebookやLINE＠で

4
3

4
7

4
8

ヤチムンシーサー発祥の地である壺屋から、シ
ーサー文化を全国に向けて発信するイベント「壺
屋でシーサーの日！」がシーサーの語呂合わせの
４月３日に行われました。

壺屋やちむん通りは家族連れや観光客で賑わ
い、陶工によるシーサー作りの実演などを熱心に
見学していました。

当日は壺屋焼物博物館が無料開館したほか、面
シーサー作り体験教室やスタンプラリーなども
行われ、訪れた人は壺屋のまちを散策しながらシ
ーサーの日を楽しんでいました。

市内唯一の海水浴場、波の上ビーチで海開きが
行われました。

気温も高く、絶好の海開き日和になった浜辺に
は、多くの子どもたちや家族連れが集まり、合図
とともに一斉に海に駆け込みました。

隣接する波の上うみそら公園では、10 月 31 日
まで海水浴やスキューバダイビング、またバーベ
キューも楽しめます。

遊泳時間は 9 時から 18 時まで（7・8 月は 19
時まで）です。みなさまも都会のオアシスで夏を
満喫してみてはいかがでしょうか。

大津波が襲来した際に、市民が近くの高層建築
物に一時的に避難できる体制をつくるための「津
波緊急一時避難施設協定」を新たにマルヰ産業 (
株 )、沖縄県農業協同組合、全国共済農業協同組
合連合会沖縄本部、那覇港管理組合、( 株 ) 那覇
港総合物流センターと締結しました。

締結式で城間市長は「市民の生命・安全を守る
目的に対しご理解ご協力いただき、ありがとうご
ざいます。本協定は市民や事業者、観光客のみな
さんの防災意識の向上にもつながります」と感謝
を述べました。

王国時代の那覇の市場
(『ペリー提督遠征記』より)

那
覇
の
市
場

 

～
シ
シ
マ
チ（
肉
市
）・ 

イ
ユ
マ
チ（
魚
市
）・ 

ナ
ー
フ
ァ
ヌ
マ
チ（
那
覇
市
）～

那
覇
の
市
場
の
創
設
に
つ
い
て
詳
細
は
不

明
で
す
が
、
１
４
７
７
年
の
朝
鮮
人
漂
着
民

の
記
録
（『
朝
鮮
王
朝
実
録
』）
に
は
、
市
場

の
記
述
が
あ
り
、
当
時
す
で
に
市
場
が
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

琉
球
王
国
時
代
、
東
町
（
現
県
立
離
島
児

童
生
徒
支
援
セ
ン
タ
ー
一
帯
）
で
開
か
れ
て

い
た
露
天
の
市
場
は
、
県
庁
所
在
地
と
な
っ

た
那
覇
の
発
展
に
と
も
な
い
、
規
模
を
大
き

く
し
て
い
き
ま
し

た
。
１
９
１
３
年

の
東
町
の
大
火
に

よ
り
一
帯
が
区
画

整
理
さ
れ
、
市
場

は
瓦
葺
き
の
公
設

市
場
と
し
て
現
在

の
旭
橋
交
差
点
付

近
に
場
所
を
移
し
、

ウ
フ
マ
チ
（
大
市
）、
ナ
ー
フ
ァ
ヌ
マ
チ
（
那

覇
市
）
な
ど
と
呼
ば
れ
る
県
下
最
大
の
市
場

に
発
展
し
ま
し
た
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、
牧
志
公
設
市
場
が

取
り
壊
さ
れ
る
の
に
あ
た
り
、
戦
前
の
市
場

や
戦
後
の
市
場
の
様
子
を
、
写
真
資
料
を
中

心
に
展
示
し
、
市
場
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。

期 

４
月
26
日
（
金
）
～
６
月
24
日
（
月
）

　

 

10
時
～
19
時

国
宝
尚
家
資
料
５
月
の
特
別
展
示

「
琉
球
国
王
の
衣
裳
」

期 

4
月
26
日
（
金
）
～
5
月
22
日
（
水
）

田
里 

博
展

M
Y

 FA
V

O
R

IT
E T

H
IN

G
S 2015

～2019

今
年
の
３
月

で
沖
縄
県
立
芸

術
大
学
教
授
を

退
官
し
た
田
里

博
氏
が
、
任
期

中
の
５
年
間
で

制
作
し
た
作
品
・
成
果
を
発
表
す
る
展
示
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
展
示
作
品
は
こ
れ
ま
で
の
作
品

ス
タ
イ
ル
と
共
に
、
新
た
に
薪
窯
で
焼
成
し
た
作

品
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

タ
イ
ト
ル
の
「M

Y FAV
O

RITE TH
IN

G
S

」

と
は
、
田
里
氏
の
作
陶
・
制
作
の
基
本
的
な
考
え

方
で
、
制
作
・
研
究
意
欲
を
起
こ
す
も
の
（
自
分

の
好
き
な
も
の
、
興
味
の
あ
る
も
の
な
ど
）
を
制

作
・
研
究
す
る
と
い
う
、
根
源
的
な
創
作
姿
勢
を

表
し
て
い
ま
す
。（
主
催
：
田
里　
博
）

期 

４
月
26
日
（
金
）
～
５
月
６
日
（
月
）

場 

壺
屋
焼
物
博
物
館　
３
階
企
画
展
示
室　
費 

無
料

 

学
芸
員
と
展
示
を
見
よ
う

 

～
常
設
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
～

５
月
か
ら
来
年
２
月
ま
で
、
学
芸
員
が
毎
月
テ

ー
マ
に
沿
っ
て
常
設
展
示
の
解
説
を
し
ま
す
。
今

年
度
は
全
10
回
を
リ
レ
ー
方
式
で
開
催
し
、
沖
縄

の
焼
物
の
歴
史
を
順
を
追
っ
て
紹
介
し
ま
す
。
7

回
以
上
参
加
し
た
人
に
は
壺
屋
焼
物
博
物
館
常
設

展
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
無
料
で
贈
呈
し
ま
す
。
第
１

回
目
は
「
沖
縄
の
焼
物
の
始
ま
り
」
と
題
し
、
な

ぜ
土
器
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
沖
縄

の
土
器
の
特
徴
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

期 

５
月
19
日
（
日
）
10
時
～
※
１
時
間
程
度

費 

常
設
展
観
覧
料
が
必
要
（
大
学
生
以
下
無
料
）

申 

不
要
。
１
階
受
付
前
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。




